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＜連絡事項＞

· 朝の清掃時や空いた時間を利用して、環境整備を進めていきましょう。

＜外来情報＞

・中居　松男様～「アパート自室にガス湯沸し器がついた」と報告されている。

・平　康子様　～「国民年金の書類を自分で書かないといけないのが不安」と話される。

・鈴木恵美子様～眼瞼の違和感について報告。担当医より「ものもらいですね」と話しあり目薬処方されている。

・中川原義雄様～「眠いが、薬が減ると口がすべる（人を笑わせることを言ってしまう）ので、処方はこのままで」と話されている。八戸市民病院受診時に3ヶ月に1回糖検査を行っていたとのことで、今後当院でも採血検査実施する。11/30予定。

・鹿原　博夫様～「風邪をひいて、今日は幸房を休みます」と話され、風邪薬処方となっている。

・柳町　信之様～「まだお尻から水がでます」と話され、担当医より様子を見るようアドバイスあり。

・奥山以依子様～次回外来日より、予約時間を早くすることを確認。

・佐藤朗子様、前野義勝様、中居美津子様～インフルエンザ接種実施。

＜利用者様情報＞

・戸賀沢　潔様～借金問題について、本人と面談を行っている。
①先月末は残り400円まで返済したが、今月に入りまたパチンコ代として借金をするようになり、現在の借金額は19,200円となっている（村田昭一様より13,500円、鈴木茂子様より3,000円、前野義勝様より1,000円、山田健次様より1,700円）。周囲からは、「本当は貸したくないが、本人がしつこく迫るので貸さざるを得ない」といった話が聞かれている。
②返済方法について、本人は「月々3万円を小遣いとしてもらっているので、それで全部返す」と計画的な返済を考えることが難しい。残金で生活していけるのかを問うと「無理だからまた借りてしまうかもしれない」と話される。
⇒スタッフより再度、「今年中に借金を返済する」「パチンコはしない」と目標を確認する。また今後も面談を行い、借金の状況を確認していく。

・中居美津子様～利用規約書について「保護者欄のサインを姉と弟に頼んでいるが、断わられた。スタッフより連絡をして欲しい」との話あり。本人は、保護者は引き続き弟様にお願いしたいとの希望があるため、スタッフより連絡をして保護者欄のサインをお願いしていく。

・大久保律子様～中川原義雄様からの性的発言について、昨日午後夫の弟様（大久保文夫様）とデイケア来所されている。スタッフとの面談では「本人から直接謝ってもらいたい」と話す。本人自身も性的発言を好むことがあり、今回もそのような発言があった点について振り返りを促すが、「そんなひどいことは言ってない」と話す。夕方、中川原様とスタッフ立会いのもとで話し合いの機会を持っている。謝罪は受け入れているが、「気持ちが落ち着くまではデイケアを休みたい」と話している。スタッフからは、自室にこもりきりにならずデイケアや青明舎などに自分の気持ちを伝えに来ていただくよう伝えている。

・中川原義雄様～大久保律子様に対する性的発言について、昨日スタッフと振り返りをしている。発言内容については「（律子様が）性的なことを言うから冗談で言ったんだよ」と話すが、スタッフよりそのような行為は社会的に認められないと注意を促している。夕方、大久保様と話し合いの機会を持った際には、「傷つけたことは謝るけれど、あなた（律子様）も嫌だってことをちゃんと言ってもらいたかった」と話し、改めて謝罪している。
⇒反省すべき点は反省している面や、自制心をもって理性的な対処をしている面は評価する。一方、大久保恒夫様に対しては、一方的に怒鳴られ自分自身も傷ついた内容の発言がある。トラブルによる気持ちの変化について話を傾聴し、今後も安定してデイケア利用が出来るようにサポートしていく。

・下町サン子様～青風荘より情報提供。所持分のタバコが無くなったことを青風荘スタッフに報告せず、2日ほどデイケアの杉澤恵子様からもらいタバコをしていたとのこと。青風荘スタッフより、タバコが無くなった際にはきちんと報告するよう注意をしている。
⇒通所時は他者からもらいタバコをしないよう、注意していく。

・浜飯　政昭様～青風荘より情報提供。入浴前顔色不良気味であったため、青風荘スタッフより声掛けするも特に返答なかったとのこと。翌朝再度尋ねたところ「腹が減ったので･･･」と話していたとのこと。
⇒デイナイトケアではバイタル異常なく、不調の訴えもなく過ごされている。レストランでは全量摂取されているが、空腹の訴えは多い。胆嚢が悪い為食事摂取量、発熱の有無に注意してみていく。

＜青山荘利用者様情報＞

・関　秀治様　～祖父が危篤のため実家帰省されている。青山荘へは定期的に連絡することとなっており、通所にも随時情報提供していく。

・番沢　政勝様～腰部ヘルニアのため今週始めに整形外科受診、安静の指示ありデイケア欠席している。担当医からは適度な運動も行うようにとの指示があったとのこと。本人は、自室にて静かに過ごされている。11/20再診予定。
⇒今回は自分から不調に気付き病院受診できており、評価していく。身体症状に対する強い思い込みのある方でもあり、スタッフとの話し合いを通して今後に向けた現実的な行動が取れるようにしていく。

・奥山以依子様～保護者の弟様より「入所料が払えない」との連絡あり、今月分は2万円のみ入金されている。現在弟様が本人の年金管理をしているが、滞納もあるため今後管理について青山荘で検討するとのこと。
⇒デイケアでは金銭面の不安や訴えがないか様子観察し、随時青山荘に情報提供していく。

＜デイケア事例検討＞

清川　厚子様（52）　精神遅滞（合）糖尿病

【現在の問題点】

· 定期通所の困難さがみられる

· 体調不良を理由とした欠席が多い。

· 先日、青山荘での担当スタッフが変更になり、そのことにショックを受けている様子がある。（前担当スタッフに依存的になりすぎ、生活訓練に支障が出たためによる）

【デイケアでの対応】

・面談で振り返りを実施。

· ＜スタッフが代わったことについては？＞　　「さびしい、何もする気になれない」
＜なぜスタッフが代わったかわかりますか？＞「分からない」
→前担当スタッフに依存的になりすぎていること、スタッフを頼りにすることと依存することとは別であることを説明すると、本人なりの言葉で理解することはできている。

【青山荘での様子】

· 新しいスタッフに対しては関わりを持つことができている。

· 「少しずつ気持ちの整理をつけている」と、本人なりに現状を受け入れつつある。

· 注意に対しての反応は変わらず、すねたり怒ったりする。

· 高い目標を掲げても、気分のむらがあり到達は難しい。

· 2週間に1回の自宅外泊を行っているが、外泊前には本人の生活状況を振り返る機会を設けている。

【今後の対応】

· 定期通所への促し継続

· 青山荘では通所の声掛け、デイケアでは来所できたことを評価する。

· 通所目標を再度確認する。本人が関心を持っているプログラム（栄養指導教室、勉強会など）を手掛かりに、通所の動機付けを高める。

· 注意に対しては素直に聞き入れることが難しいため、肯定的な評価も行う。

